
空気のあたたまり方実験装置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「遅い」のには、わけがある。 

 

 

 空気のあたたまり方を調べる大型実験装です。 

 入れ物は、ふた付きの工具ケースです。蓋をアク

リルカッターで切り抜き、そこに透明の塩ビ板を両

面テープで貼り付けました。熱源は、白熱電球を使

っています。 

 けむりは、フォグマシン（右の写真）を使います。

大型になると、線香の煙をためるのも大変ですが、

このフォグマシンなら、けむりを入れるのは一瞬で

す。しかし、けむりの濃度が濃いと、観察しにくく

なります。 

  

  

ところで、水や空気のあたたまり方の図の表現が、平成２４年度版の教科書では、出版社によって違

っているのを知っていますか。 

 

次のページに示します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に、この空気のあたたまり方実験装置でも、ぐるっと対流する感じではありません。白熱電球で

温められた空気が、はじめは勢いよく箱の上まで登っていくのですが、時間がたつにつれて、箱の中間

ぐらいまでしか上がらなくなります。上部にあたたかい空気がたまっていると考えられます。 

ちなみに、次ページが昭和 55年の教科書です。このころは、この内容を 6年生で学習していました。 

 

 こちらが現行の

教科書です。 

 東京書籍は、ぐ

るっと対流してい

るイメージ、学校

図書が入れ物にそ

って下降してくる

イメージ、教育出

版が上部から平行

に下がってくるイ

メージ、大日本と

図書と啓林館が上

に上がっていくイ

メージでかかれて

います。 

 

 

 

 

 こちらは、平成

２７年度から使わ

れる教科書です。 

 ぐるっと回って

対流するイメージ

の図がなくなりま

した。 

 

ほぼどの出版社

の教科書でも同じ

表現の図になって

います。 



 

 ぐるぐる回っています。 

 

 でも、実際にはこのようにぐるぐる回ることはないですね。あたためられた水や空気が上部に移動を

してたまり、全体があたたまっていくのです。また、反対に水を強制的に冷やすことで、下部へ移動し

ていくことを相対する現象として確かめることも有効ではないかと思います。 

 

 ここの学習では、空気の温度による密度の変化とまではいかなくとも、温度による相対的な重さとい

う質的な変化に気づかせていくことが大切なのではないでしょうか。 


